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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、健常者とは異なる体型の片麻痺者に対し、左右の肩峰高の差異により、自然型 

姿勢（患側肩峰高の計測値が健側よりも低い被験者）と補正型姿勢（患側肩峰高の計測値が健

側よりも高い被験者）に分類し体型特性を見出した。また、前中心の地の目で、A ラインのよ

うなゆとりのある形態をラウンドネックの襟ぐりで固定する形態が、片麻痺者に有用であるこ

とが明らかとなった。特に、立位・歩行ともに、襟ぐりに留意する必要があり、ラウンドネッ

クで襟ぐりを固定することで着崩れを防ぐことが可能となることも明らかになった。 

研究成果の概要（英文）： 

 On this study, for the hemiplegics body figures who different with healthy people, 

the body characteristics are founded by the classification of nature posture (tester 

whose measurement value lower than the healthy side of affected side shoulder point 

height) and correction posture (tester whose measurement value higher than the healthy 

side of affected side shoulder point height) that according to the differences of right 

and left shoulder point height. Also, a clothes form with round neck, A line and the 

grain cross the center front are useful to the handicapped person is clarified. 

Especially, both standing position and walking position need to look out the neckline, 

round neck that can fixation the clothes balance from the getting disheveled is also 

clarified. 
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１．研究開始当初の背景 

衣服は、すべての人間が生涯、身に付けるも

のであるが、現在の衣生活環境に以下のよう

な背景が見受けられる。 

(1) 既製服と JIS の現状 

現在、私たちが日常身につけている衣服のほ

とんどは既製服（既製衣料品）である。 

既製服は、不特定多数の需要を見越して一定

の規格により工場で生産販売される衣服の

こ と を い い JIS （ Japanese Industrial 

Standard：国内における既製服のサイズ規

格）に基づくサイズ規格が幅広く使用されて

いる。アパレル分野におけるJISの基準値は、

幼児から成人までの「健常者」の身体各部位

178 項目の計測値と全身形状の三次元画像デ

ータが基本となり規格化されている。つまり、

現状の既製服は、「健常者向け」のサイズや

部位バランスで規格されているのである。 

(2) 市販されている既製服の現状と課題 

既製服の JIS は、成人男子 117 サイズ、成人

女子114サイズと広範囲にわたり規格設定さ

れている。しかし実際販売されているサイズ

は、若者や健常者を対象とした効率性や美観

を重視した数種類（成人女子であれば 9．11

号が中心であり、成人男子であれば A．AB 体

が中心）で、虚弱高齢者や肢体不自由者など

固有性のある人に対してのサイズ規格品は、

ほとんど市場に販売されていないのが現状

である。特に肢体不自由者の衣服に関しては、

種類が尐ない、既製服が身体に合わず着心地

が悪い、お直しをしなければ着用できない、

などJIS基準値の設定に関する諸問題が多く

あげられている。 

(3) 高齢社会における肢体不自由者の増大 

による問題点 

今後、高齢化に伴う障害者数の増大が問題化

する中、虚弱高齢者や肢体不自由者の人間特

性に関するデータベースが必要不可欠とな

ってくる。 

本研究の対象者である片麻痺者は、神経また

は筋肉に障害を受け、運動・知覚・感覚・中

枢神経などに支障をきたし、それらが機能し

ない状態にある（写真 1）。彼ら・彼女らの体

型には脊柱側弯、痙性、関節拘縮、左右非対

称という固有の身体特徴が現れることはも

とより障害の程度や残存能力、リハビリの頻

度やプログラムなどにより個人差が大きい。

つまり、片麻痺者は、健常者の体型や機能と

は異なる多様性のある身体なのである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1 片麻痺者被験者 

 

２．研究の目的 

本研究は、健常者向けに確立している「衣服

製図の設計理論」を肢体不自由者（片麻痺者）

にも適用できるレベルまで拡張し、肢体不自

由者の ADL(日常生活動作＝Activity of Daily 

Living)に基づいた機能的かつ美的な衣服の

設計理論を構築することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) 平成 22 年度 

・片麻痺者のマルチン計測法のよる人体計 

測値の把握と活用 

当初は、片麻痺者に対して、3D 人体計測器を

用いて体型計測を実施し、そのデータを活用

して体型の類型化や衣服設計理論の基礎資

料にと考えていたが、患側腕が体幹に接触し

ている場合は体型の認識が不可能であった。

したがって、その代替えとして、麻痺者 59



名に対して、マルチン計測法を用いて人体計

測を実施した結果から本研究を進めた。また、

衣生活環境調査も併せて実施し、それら内容

と結果も本研究で活用する。 

調査は、兵庫県立総合リハビリテーションセ

ンターを中心とした県内で、2008 年 8 月～9

月にかけて、マルチン計測法を用いて、片麻

痺者の人体計測を行った。被験者の姿勢は、

立位姿勢、男性は上半身裸体、下半身は下着

の状態、女性は下着の状態で計測を行った。 

計測項目は、高さ 8 項目、丈 6 項目、周囲長 

7 項目、幅 2 項目、傾斜角項目 1 項目の計 24

項目とし、左右の計測を行った。 

片麻痺者に当てはまらない麻痺側｢肘囲｣の

計測方法については、JIS の定義では｢ひじ点

を通るひじの周囲長｣とあるが、麻痺側の肘

が湾曲した状態の場合、JIS の定義を採用で

きない為、湾曲した状態のまま肘の周囲長を

計測した。また、「ウエスト高」については、

左右有意差を検定するため、左右の高さを計

測した。 

表 1 調査対象者 

 

(2) 平成 23 年度 

・片麻痺者の身体特性の類型化と体型特性  

の把握 

衣服設計には、左右の肩峰高の差異により、

着用時の美しさや着脱の容易さなどが深く

関与する。本研究では、被験者の患側（麻痺

側）の肩峰高計測値の高低により、体型や姿

勢に差異が見られる為、被験者個々の体型計

測値に着目するのではなく、自然型姿勢（患

側肩峰高の計測値が健側よりも低い被験者）

と補正型姿勢（患側肩峰高の計測値が健側よ

りも高い被験者）に分類し、体型特性を見出

すこととした。その差異を検証するために、

自然型姿勢 39 名、補正型姿勢 20 名に対し、

左右計測値の有意差を t 検定で検証した。検

定項目は左右 24 項目に加え、本研究では片

麻痺者の衣服設計（体幹部）に関与すると仮

定する｢前丈＋後丈｣、｢前丈－乳下がり｣、｢肩

峰高－ウエスト高｣の 3項目を加えた 27項目

とした。また、背肩幅項目は、頸椎点から左

右肩峰点までを計測し左右項目とした。本研

究では、麻痺側を患側、健常側を健側と示す。 

 

   

 

  
 

※高さ項目 4、丈項目 14 は、後部の計測点である為、   

○印で示した． 

 

図 1 片麻痺者の計測項目 

 

(3) 平成 24 年度 

・片麻痺被験者の立位・歩行に関わる衣服形 

態要素の抽出 

自然型姿勢の 50 歳代の女性被験者 1 名を選

定し、16 着の衣服形態サンプルを着用しても

らい、立位・歩行における美しい衣服形態を

評価し分析した。 

衣服形態サンプルの「襟ぐり」はラウンドネ

歳代 40 50  60 70 80 合計 

男性 3 8 16 7 0 34 

女性 3 7 8 6 1 25 

 計 6 15 24 13 1 59 



ックとボートネック、「シルエット」は H ラ

インと A ライン、「袖」はセットインスリー

ブとラグランスリーブの2種類ずつを組み合

わせた8着のサンプルに前中心とバイアスの

2 種類の布の「地の目」を加え、計 16 着のサ

ンプルを製作した。 

評価・分析方法は、片麻痺者の立位・歩行に

対応できる美しい衣服形態を選定する為、衣

服補正の観点(着崩れ)から衣服形態感性評

価を行った。「しわ」「ずれ」については「襟

ぐり」「シルエット」「袖」に関する項目で 3

段階評価、さらに各サンプルで 5 段階の総合

評価を行った。評価方法は、衣服設計製作を

専門とする神戸市内の大学・専門学校生 84

人を対象に実施した。さらに、美しい衣服を

製作するには、襟ぐり、シルエット、袖のど

の形態に焦点をあてるべきかを導き出す為、

重回帰分析にて総合評価に及ぼす各評価要

素の影響について明らかにした。 

衣服形態感性評価における総合評価を目的

変数、各項目を説明変数として、総合評価を

各項目で予測できるか、この総合評価の予測

に有意に影響する項目があるかを調査した。 

 

４．研究成果 

(1) 片麻痺者に対する生活環境調査の実施 

衣生活環境調査の結果で次の諸点が得られ

た。 

・上位・下衣の選択ポイント 

デザインでは、「かぶり式、前開き」、素材で

は、第一に温熱感（吸汗・速乾性、保温性）

が要求され、次いで肌に対する触感（軽さ、

伸縮性）があげられた。  

・衣服に不自由を感じる点 

ファスナーに関しては、引き手が小さいと使

いにくく、箱に入れられない等の不満を示し

ていた。ボタンに関しては袖口のボタンや糸

足の短いボタンに扱いにくさを感じていた。 

・欲しい衣服 

普段着、改まった場所への衣服があげられた。

服種としては、男性はジャケット、女性はパ

ンツを要望していた。 

(2) 片麻痺者の身体特性の類型化と体型特

性の把握 

自然型・補正型姿勢の両者に、「肩峰高」「乳

頭高」「大腿囲」「上腕囲」「肩峰高－ウエス

ト高」の 5 項目の有意差があらわれた。 

自然型姿勢では、「肩峰高」「乳頭高」「ウエ

スト高」「外果端高」「大腿囲」「下腿最大囲」

「下腿最小囲」「上腕囲」「肘囲」「肩傾斜」「前

丈＋後丈」「肩峰高－ウエスト高」の 12 項目

に、自然型姿勢のみには、「ウエスト高」「外

果端高」「下腿最大囲」「下腿最小囲」「肘囲」

「肩傾斜」「前丈＋後丈」の 7 項目に有意差

があらわれた。 

補正型姿勢では、「肩峰高」「乳頭高」「前丈」

「大腿囲」「腕付根囲」「上腕囲」「前丈－乳

下がり」「肩峰高－ウエスト高」の高さ 8 項

目に、補正型姿勢のみには、「腕付根囲」「前

丈」「前丈－乳下がり」の 3 項目に有意差が

あらわれた。このことから、片麻痺者の体型

特性として、体幹部の高さ項目に左右差が見

られ、身体が傾斜している状態が伺えた。 

上肢・下肢の回り寸法に左右差が見られるの

は、身体のバランスを取るために健側（健常

側）の筋力が発達し周囲長に影響したと考え

る。また自然型・補正型姿勢固有の特性もあ

らわれ、自然型姿勢の方が高さ・回り寸法・

丈・傾斜角と左右差が生じている項目が多い

ことが明らかになった。 

本研究において明らかになった片麻痺者の

体型特性は、彼らの衣服設計に関与する身

頃・袖丈、周囲長、ダーツの長さや分量及び

デザインを決定する重要な要因となり、今後、

留意する項目となる。 

(3) 片麻痺被験者の立位・歩行に関わる衣

服形態要素の抽出 



「衣服形態視覚評価」「総合評価に影響する

衣服形態視覚評価要素の抽出(重回帰分析)」

の結果から、立位・歩行ともに、ラウンドネ

ックが適し、襟ぐりを固定することで、片麻

痺者の立位・歩行状態に対応し、着崩れを防

ぐことができることが明らかになった。 

立位ではAライン、前中心の地の目、歩行では

ラウンドネック、立位・歩行で共通した項目

はラウンドネック、Aラインであった。よって、

片麻痺者に適合した美しい衣服をデザイン・

設計する際は、前中心の地の目で、Aラインの

ようなゆとりのある形態をラウンドネックの

襟ぐりで固定することで、片麻痺者の立位・

歩行状態に対応し、着崩れを防ぐことができ

ることが明らかになった。立位・歩行におい

て、襟ぐりを固定することで「襟ぐり」「シ

ルエット」「袖」のずれを解消できるという

結果は、左右計測値の差が認められる片麻痺

者に応用できる点だと考える。しかし、しわ

については、体の形状と関わる可能性がある

為、片麻痺者全般に当てはまるとは言い難い。

今後は被験者の例数を増やし、本研究の成果

の普遍性について検討したい。 

 

写真 2 立位に有用な要素 

 

6-1      7-1       8-1  

写真 3 歩行に有用な要素 

 

2-1             5-1            5-2  

写真 4 立位・歩行に有用な要素 

 

5-1             6-1           6-2 

6-1 「ラウンドネック・A ライン・ラグランスリーブ/前中心」 

7-1 「ボートネック・A ライン・セットインスリーブ/前中心」 

8-1 「ボートネック・A ライン・ラグランスリーブ/前中心」 

2-1 「ラウンドネック・H ライン・ラグランスリーブ/前中心」 

5-1 「ラウンドネック・A ライン・セットインスリーブ/前中心」   

5-2 「ラウンドネック・A ライン・セットインスリーブ/バイアス」 

6-2 「ラウンドネック・A ライン・ラグランスリーブ/バイアス」 
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